
●目的：
１．ＴＶを使った遠隔対面コミュニケーションによる離島住民への健康診断・相談事業の実現、医師・患者間のコミュニケーションの実現。
２．複数医療機関にまたがる患者情報を把握するための診療情報共有システムの構築。より適切な医療の提供を実現。
３．若手医師を育てるため、医療専門職者との遠隔対面コンサルテーションの実施、医療カンファレンスの体制強化。

③
 

診療情報の共有と映像コミュニケーションによる
「どこでもかかりつけ病院」

佐賀大学病院、県立病院好生館、
白石共立病院唐津市役所

佐賀県庁

・中核病院で診察、

 

治療後も情
報を共有。

・患者は安心して受診。

患者宅

（離島２）

ＩＰネットワーク

かかりつけ医

患者宅
テレビ健康診断・
相談

保健所、訪問看護
ステーション等

かかりつけ医Internet
各医療機関の電子カルテ等参照

テレビカンファレンス

患者宅

巡回診療となっている離島において、
テレビを使った遠隔対面診察、相談を実施

在宅療養患者に対して、テレビ

 
を使った遠隔対面診察、相談

 
を実施

診療所

（離島１）

患者宅

電子カルテ
画像データ

電子カルテ
画像データ

かかりつけ医

電子カルテ
画像データ

電子カルテ
画像データ

その他中核病院

主な事業の実施フィールド

《佐賀県唐津市の離島地域》

佐賀県
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